事　　務　　連　　絡
平成28年10月12日

会員　各位

        　　　     　           　      公益社団法人和歌山県理学療法士協会
会　長   中前  和則
第56回近畿理学療法学術大会参加のお願い
時下、会員各位におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

さて、今年度、和歌山県理学療法士協会では第56回近畿理学療法学術大会を下記のとおり開催いたします。今回はリハ医による教育講演、複数のシンポジウム、専門領域での教育セミナーと、日本リハ医学会会長や日本理学療法士協会半田会長による講演や対談、そして『日理協共催企画講演』など、非常に盛りだくさんの内容を企画しております。新人から管理職まで県士会員全員が集い、急性期・回復期・生活期等あらゆる分野や領域の方々に研鑽いただく大会になればと考えています。多くの方のご参加をお待ちしております。
記

開 催 日 時 ： 平成28年11月26日（土）13:00  ～　27日（日） 16:00
会　　   場 ： 和歌山県民文化会館（和歌山市小松原通1丁目1番地　和歌山県庁正門前）

大会テーマ  ： 「理学療法の可能性 －医療・介護　あらゆる分野でその潜在性を探る－」
・特別講演１：「リハビリテーション医学会の未来像　－医師や療法士に期待すること（仮題）」

講師：久保俊一（日本リハ医学会理事長　京都府立大学　整形外科学教室　教授）
・特別講演２：「地域包括ケアシステムそして平成30年度医療・介護保険改定に向けた
理学療法士の現状と課題　」
講師：半田一登（公益社団法人日本理学療法士協会　会長）
　・日本のリハビリテーション界のトップ対談：
久保俊一先生（日本リハ医学会理事長） と 半田一登先生（日本理学療法士協会　会長）
・特別講演３：「在宅生活に向けた摂食嚥下障害への対応」

講師：椿原彰夫（川崎医科大学　リハビリテーション医学教室　教授）

・特別講演４：「治療としてのリハビリテーション－細胞レベルで変化させうるその可能性－」

講師：田島文博（和歌山県立医科大学　リハビリテーション医学　教授）
・日理協共催企画講演：「さらなる人材育成システム構築を目指して　
－新人教育プログラムから認定・専門理学療法士へのキャリアアップ－」
講師：植松光俊（日本理学療法士協会　理事（生涯学習業務執行委員会　執行理事））
※その他に、教育講演は６講演、シンポジウムは３テーマを設け、教育セミナー専門８領域（新人教育プログラム履修対象）等を企画しています。
※一般演題：口述発表とポスター発表　147演題
【参加申込】
施設単位で、20161126-27第56回近畿理学療法学術大会参加予定連絡表に必要事項を記入し、琴の浦リハビリテーションセンター　坂口真啓wpt-kai@pt-wakayama.or.jp までメールで送信してください。
尚、運営協力をお願いしております会員の方々におかれましても、人数把握のため再度ご連絡いただきますようお願いいたします。
＊返信締切は11月4日（金）です。
＊参加費は1日参加が3,000円、両日参加が4,000円、会員外の方は8,000円となります。
大会ホームページ→　URL：http://kinki56.umin.jp/ 　ホームページをご確認下さい。
施設の長におかれましては周知徹底の上、十分に留意頂きますようお願いいたします。
